
ＫＴ師重賞本命と見解  

 

 

京都 2歳ステークス 

 

 

昨年の当レースはステイゴールド系が 2、3着。 

 

3着馬は 7人気。勝ち馬の父は欧州型のルーラーシップ。 

 

欧州指向が強い種牡馬の産駒でノーザンテースト持ちが 1-3着を独占。 

 

 

本味はライラック。 

 

父ステイゴールド系のオルフェーヴル。 

 

先週の同コースで行われたアンドロメダ Sもオルフェーヴル産駒が優勝。 

母父も欧州型。兄ブラックホールも 2歳重賞を優勝。 

他の上位人気がそれぞれウィークポイントもあるだけに、連軸にも最適。 

 

 

対抗は父が欧州型のジャスティンロック。母父もパワー型。 


